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盤

調

也

理

財
産
税
に
於
け
る
都
郁
の
封
立
・
・
法
聖
博
士

人
間
愛
の
起
源
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
・
・
殺
授

純
正
現
象
撃
の
方
法
論
及
び
問
題
論
・
文
率
一
博
士

隣

町

論

酬

枇
労
働
組
合
ご

L
て
の
小
作
人
組
合
・
・
・
法
問
弔
問
士

食
料
増
殖
問
題
ご
林
業
政
策
・
・
・
・
・
・
法
山
学
博
士

抱

眠

常

犯

岡
山
藩
ミ
大
阪
ご
の
海
運
・
-
-
-
-
-
-
経
済
同
学
士

市
町
村
の
混
合
企
業
に
就
て
-
-
-
経
済
準
士

欧
洲
思
家
産
運
動
及
び
家
産
制
度
・
・
純
一
盟
主

雄

帽

錦

醐

棚

巳
ル
ヲ
ア
デ
4
ン
グ
の
恐
怖
の
一
意
義
仁
つ
い

τ
縦
積
率
十
一

妙
心
寺
の
財
政
組
織
・
-

E

・E

・-----純一情学士

辻仙吋

A
守・

農
林
省
統
計
報
告
組
則
・
命
枇
統
計
規
則

附

削

錦

略

本
誌
第
二
十
一
品
仕
組
目
録

禁

載

輔
神

戸

正

雄

川
村
多
貫
二

米
田
庄
太
郎

河

田

嗣

耶

山
本
美
越
乃

果

正

最

小
山
田
小
七

八
木
芳
之
助

谷

口

吉

彦

中
川
典
之
助
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時

歯

食
料
指
摘
問
題
と
林
業
政
策

第
二
十
一
審

{
第
六
都

p、
) 

八
八
四

食
料
増
殖
問
題
ミ
林
業
政
策

山

本

美

越

乃

(ー)

人
口
の
増
加
及
生
活
程
度
の
向
上
に
伴
ふ
主
要
食
料

ω需
要
の
増
加
を
如
何
に
し
て
補
充
す
べ
き
か
ご
の
問
題

は
、
従
来
展
々
論
議
せ
ら
れ
た
る
叫
別
で
あ
る
が
、
併
し
共
の
多
(
は
比
の
問
題
を
直
接
且
正
面
よ
b
州
制
禦
し
て
之

が
解
決
の
方
策
を
講
静
ん
ご
す
る
も
の
、
如
〈
で
あ
っ
て
、
間
接
且
裏
面
よ
h
此
の
問
題
の
解
決
に
寄
奥
す
べ
き

は
食
料
問
題
の
側
面
腕
ご
し
て
我
が
闘
の
林
業
政
策
ご
食
料
増
殖
問
題
の
閥
係
に
就
き
て
卑
見
の
一
端
を
述
べ
て

幾
多
の
方
法
の
倫
ほ
残
存
せ
る
こ
己
を
指
摘
し
て
、
世
人
の
注
意
を
喚
起
し
た
る
も
の
は
甚
ピ
少
い
よ
う
に
思
は

る
、
、
殊
仁
一
閣
の
林
業
政
策
の
如
何
が
農
産
及
水
産
食
料
品
の
増
殖
問
題
に
極
め
て
重
大
な
る
閥
係
を
有
す
る

こ
ど
は
、
今
日
に
至
る
迄
の
食
料
問
題
の
研
究
者
に
は
案
外
閑
却
せ
ら
れ
居
る
も
の
、
如
〈
で
あ
る
、
故
に
吾
人

見
ょ
う
芭
忠
ふ
。

一
闘
の
主
要
な
る
原
始
車
生
最
古
し
て
は
、
農
・
牧
・
漁
・
林
・
鎖
の
五
業
を
血
中
げ
ね
ば
な
ら
泊
の
で
あ
る
が
、
此
の

中
農
業
及
鎖
業
の
盛
衰
消
長
に
閲
し
て
は
一
般
に
世
人
の
注
意
を
惹
〈
こ
ど
甚
に
大
な
る
色
・
他
の
産
業
然
か

b



吾
人
の
生
活
Z

一
日
も
離
る
吋
か
ら

g
る
嗣
係
を
有
す
る
林
業
及
漁
業
の
消
長
並
に
其
の
粛
す
影
響
に
闘
し

τ

は
、
直
接
之
に
従
事
す
る
者
以
外
に
は
未
ピ
多
〈
注
意
せ
ら
れ
て
居
な
い
よ
う
で
あ
る

今
吾
人
の
考
察
せ
ん
吉

す
る
林
業
に
就
き
て
之
を
蹴
る
も
、

我
が
岡
の
林
野
の
面
積
は
二
千
二
百
徐
高
町
歩
に
迭
し
、
(
内
森
林
卸
も
立
木

地
の
商
議
は
竹
林
十
二
百
円
一
千
町
歩
を
合
み
一
千
人
百
六
十
時
榊
高
町
歩
、
原
野
郎
も
無
立
木
地
の
面
積
以
三
百
四

十
俄
高
町
歩
守
内
地
的
総
面
積
三
千
八
百
人
十
七
高
三
千
除
町
歩
の
五
分
の
三
弱
、
耕
地
の
全
面
積
六
百

O
コ一高

九
千
俄
町
歩
の
三
倍
竿
強
の
腐
大
な
る
面
肢
を
占
め
て
居
る
、
腕
に
此
の
地
大
な
る
国
土
の
面
積
を
占

U
る
一
大

産
業
た
る
馳
よ
り
考
ふ
る
も
、
之
が
開
後
利
用
は
闘
民
経
隣
上
極
め
て
重
大
な
る
問
題
で
あ
る
ご
言
は
ね
ば
な
ら

随
一
炉
、
更
に
林
業
の
雄
一
一
友
消
長
の
他
の
産
業
に
及
ぼ
す
影
響
、
並
仁
共
の
間
接
の
放
果
で
は
あ
る
が
斯
業
の
国
民

の
思
惣
上
及
健
康
上
に
及
ぽ
す
影
響
、
換
言
せ
ば
林
業
に
従
事
『
る
者
は
事
業
の
性
質
上
都
曾
の
悪
風
に
戚
染
す

る
の
機
曾
少
〈
、
従

τ右
府
民
純
撲
の
美
風
を
保
持
す
る
の
み
な
ら
や
、
又
保
健
上
よ
b
論
争
'
る
も
森
林
は
「
オ
グ

v
」
に
官
み
空
気
の
帰
化
作
用
盛
ん
に
行
は
る
、
が
放
に
、
岡
氏
り
他
康
及
崎
質
の
維
持
に
伴
大

ω放
川
市
を
有
す

る
-
』
官
等
を
考
ふ
る
時
は
、
林
業
政
策
の
一
日
も
忽
に
す
べ
か
ら

5
る
も

ωゐ
る
こ
ご
を
知
る
こ
芭
が
出
来
る
。

(ニ)

林
業
の
鷲
す
間
接
の
放
川
取
に
閲
す
る
問
題
の
攻
究
は
姑
〈
之
を
措
吉
、
新
業
ご
他
的
産
業
殊
に
岡
民
の
生
活
に

(
第
六
艇

第
二
十
一
を

λ
一ニ)

八
八
百

諭

食
料
哨
醐
問
闘
と
林
業
政
策

目幸

林野山面債は『第凶十三伊1日本帝湖統計年鑑jH第四十主農耐勧統計』白示す

聞とは多少相違あるも枯〈後者!こ憾る Q
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時

論

食
料
指
摘
問
地
主
林
議
政
拍
車

第
二
十
一
審

(
第
六
披

寸
時
色
快
〈
べ
か
ら
ゲ
る
食
料

ω生
産
を
主
た
る
内
的
ご
な
す
農
業
及
水
産
業
ご
の
闘
係
に
就
き
て
考
ふ
る
に

現
今
我
が
凶
策
上
重
大
問
題
ご
稗
す
吋
き
も
の
は
敢

τ
一
一
一
二
に
し
て
止
ま
ら

F
る
べ

L
t
雌
も
、
就
中
我
が
国
民

の
死
活
を
制
す
る
至
重
至
要
の
問
題
は
食
料
増
殖
問
題
に
優
る
も
の
な
き
こ

Z
は
、
少
し
(
我
が
闘
の
現
般
に
注

意
す
る
者
の
等
し
〈
首
肯
し
得
る
所
で
あ
る
。

紅
潮
か
る
見
地
よ
h
先
づ
農
業
の
方
面
に
就
き
て
之
を
槻
袋
す
る
に
、
現
今
我
が
園
内
地
の
耕
地
面
積
は
旧
三
百

O
六
高
徐
町
歩
畑
二
百
九
十
七
高
依
町
歩
令
せ

τ約
六
百

O
四
高
町
歩
で
あ
っ
て
、
内
、
岡
民
の
主
要
食
料
品
た

る
米
の
作
付
段
別
は
、
水
陸
雨
稲
を
合
し
ザ
ニ
二
百
十
四
高
二
千
品
川
町
歩
卸
ち
内
地
の
総
而
積
の
僅
に
人
分
張
、
耕

地
全
面
積
の
約
五
訓
二
分
に
該
賞
す
る
に
過
ぎ
ぬ
、
而
し
て
之
よ
b
生
す
る
米

ω産
額
」
大
正
九
年
乃
至
十
三
年

の
最
近
五
筒
年
間

ω質
量
に
徴
す
る
も
一
筒
年
中
均
五
千
八
百
三
十
伶
高
石
を
出
で
ぬ
、
然
る
に
一
方
米
の
需
要

放
態
に
就
き
て
観
る
に
・

こ
は
岡
よ
h
人
口
の
増
加
・
生
活
程
度
の
向
上
及
一
般
経
済
政
曾
の
質
況
換
言
せ
ば
闘

民
の
購
買
徐
カ

ω如
何
に
依
h
て
左
右
せ
ら
る
、
も
、
明
治
四
十
年
頃
迄
は
一
入
賞
の
消
費
量
一
筒
年
一
石
を
超

ゆ
る
こ
古
稀
な
り

L
仁
、
其
の
後
次
第
に
其
の
量
を
増
加
し
大
正
十
二
年
に
は
一
石
一
斗
四
刀
徐
ピ
な
れ
る
を
以

て
、
我
が
闘
の
推
計
現
人
口
約
五
千
九
百
詩
人
の
杢
消
殺
量
は
六
千
七
百
高
石
内
外
に
議
す
る
も
、
前
過
の
如
(

内
地
の
生
産
額
は
平
均
五
千
入
百
高
石
徐
に
過
ぎ

F
る
が
故
に
、
現
在
に
於
て
阪
に
九
百
高
石
内
外
の
不
足
を
生

じ
、
之
が
補
充
の
方
法
ご
し
て
は
朝
鮮
よ
h
三
四
百
高
石
拳
鴻
よ
h
百
人
九
十
高
石
合
廿
一
て
約
五
六
百
高
石
を
移

大正十四年織選者運輸周嗣『堆=叩スル組済制査』岡三頁以下主静岡。



入
L
、
備
は
不
足
せ
る
分
は
所
謂
外
米
を
以
て
之
を
充
た

L
て
居
る
ご
云
ふ
有
様
で
あ
る
、
故
に
内
地
及
植
民
地
に

於
り
る
産
米
増
加
の
方
針
を
樹
て
之
が
貴
行
に
着
手
す
る
こ
ど
は
賞
に
刻
下
の
急
務
で
あ
る
が
、
米
の
産
額
を
増

加
せ
し
め
ん
ご
欲
せ
ば
先
づ
以

τ耕
地
面
積
の
燭
張
を
計
る
・
-
E
が
急
務
中
の
急
務
で
あ
る
ご
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

而
し
て
植
民
地
は
之
を
別
ピ

L
内
地
の
み
に
就
き
て
槻
察
す
る
も
、
倫
U
H

耕
地
面
積
を
騎
張
し
得
ぺ
き
除
地
は

二
百
首
同
町
歩
(
内
百
六
十
高
町
歩
は
森
林
原
野
に
一
嵐
し
、
時
哩
b
は
埋
立
北
(
の
他
に
依
る
閲
墾
地
)
を
下
ら
や
'
t
稽
せ

ら
れ
て
居
る
、
併
し
斯
か
る
耕
地
面
積
筒
抜
の
縛
め
の
新
地
開
墾
の
事
業
は

E
額
の
資
本
を
要
す
る
を
以
て
、
其

の
貸
付
は
決
し
て
容
易
の
業
で
な
く
・
今
日
迄
の
経
験
に
依
れ
ば
一
筒
年
卒
均
三
四
高
町
歩
を
開
墾
し
得
ば
成
績

良
好
の
部
に
属

L
て
居
る
、
又
一
方
に
於
て
は
此
の
如
〈
新
に
土
地
の
閲
墾
に
従
事
す
る
も
、
他
方
に
於

τは
商

工
業
の
晶
間
違
に
伶
ふ
都
曾
の
膨
脹
・
交
通
運
輪
機
闘
の
完
成
に
図
る
道
路
・
繊
道
等
の
開
通

ω潟
め
仁
、
耕
地
面
積

の
年
々
飽
食
せ
ら
る
、
も
の
も
亦
少
か
ら

F
る
よ
b
、
質
際
耕
地
の
増
加
す
る
割
合
は
甚

r遅
緩
で
あ
る
ご
一
言
は

Y
る
を
得
な
い
、
阪
に

E
額
の
資
本
を
要
す
る
に
拘
ら
字
、
之
よ
ち
生
宇
毛
利
骨
盤
は
比
般
的
僅
少
な
る
が
潟
め
に

耕
地
面
積
の
増
加
意
の
如
〈
な
ら
や
'
E
せ
ば
、
能
ふ
限
均
一
現
放
の
催
に
て
、
従
来
利
用
の
途
を
講
ザ
ら
れ

f
c
h
し

方
面
よ
b
林
野
の
利
用
に
岩
手

L
、
却
も
一
方
に
於
て
は
殺
林
の
鰹
俸
を
柏
崎
す
E
共
に
、
他
方
に
於
て
は
間
伐
又

は
最
初
よ
h
聞
申
理
ピ
経
験
に
基
き

τ
一
定
の
面
積
上
に
指
殖
す
べ
き
樹
木

ω数
を
制
理

L
、
此

(
L
て
得
た
る
林

聞
の
定
地
を
利
用
し
て
、
或
は
共
の
土
地
に
泊
せ
る
代
用
食
料
品
を
生
産
せ
し
む
る
か
、
若
〈
は
現
在
生
草
地
正

時

曲

貴
叫
槍
植
問
題
S
L
林
業
政
策

第
二
十
一
巷

(
晶
宍
続

λ
耳
)

λ
λ

士

前掲『米a闘スル紐構調査』一五五頁以下及二三'!Ui以下参問。

制悌唾湖南帥微粉省側蜘削柳川叩町、

1) 



時

b省

食
料
哨
硝
川
岨
主
林
業
政
策

第
二
十
一
巻

(
第
六
貌

入
占
ハ
)

入
八
八

L
t
使
用
L
O
、
あ
る
原
野
弘
之
を
闘
訓
型
地
仁
充
て
、

乙一

-
E
L
る
一
同
体
問
仁
於
り
る
在
地
を
能
ふ
限
り
生
草
地

J
κ
j
h

・，e
s

e

i

l

J

h

1

1

1

I

l

-

-

記
し
て
利
用
せ
ん
こ

Z
に
注
意
せ
ば
、
蔚
凹
に
林
業
の
副
欣
入
を
増
加

L
得
る
の
み
な
ら
す
、
食
料
補
充
策
の
上
よ

」
な
〈
し
て
其
の
目
的
の
一
部
を
達
し
得
る
の
で
あ
る
、

b
論
ず
る
も
豆
設
を
投
す
る
-
』

此
め
如
吉
見
地
よ
h
せ

ば
、
無
立
木
地
は
勿
論
立
木
地
芭
錐
も
之
を
利
用
せ
ん
芭
欲
せ
ば
別
に
多
〈
の
資
本
を
要
せ
す
し
て
利
用
の
途
を

〉
如
き
は
林
業
政
策
上
よ
り
諭
中
る
も
賂
又

之
を
抽
榔
し
て
顧
み
ざ
る

林
聞
を
此
の
如
〈
或
械
の
農
業
の

講
じ
待
べ
量
生
地
の
存
せ
る
に
拘
ら
宇
、

な
ら
ぬ
。
加
之
、

食
料
備
充
策
よ
り
考
ふ
る
も
一
大
非
蕗
で
ゐ
る
Z
Eロ
は
ね
ば

過
去
に
於
け
る
が
如
く
に
農
業
百
分
離
し
て
車
濁
弘
立
の
存
在
を
保
つ
に
非
守
し
て
、
能
ふ
限
ふ
リ
雨
者
相
提
携
協

ペ

ミ
C

打
撃
た
る
火
災
の
筋
険
を
琢
防
す
る
上
に
於

τも
其
の
放
川
市
決
し
て
砂
し
Z
し
な
い
、

叉
樹
木

ω生
長
稜
育
を
害
せ
ざ
毛
限
り
林
間
仁
斯
か
る
農
業
地
帯
を
設
〈
る
-
-
Z
は、

之
に
依
り
て
林
業
仁
一
従
事
す
る
者
に
一
年
を
通
じ

τ略
ば
間
断
な
く
其
の
仕
事
を
待
せ

林
業
に
最
も
恐
る

目
的
に
利
用
す
る
時
は
、

し
め
、

故
に
勝
家
の
林
業
、

u
p

力
す
る
こ
己
に
依
h
τ
各
自
の
利
盆
を
増
進
せ
し
む
る
ニ
己
を
得
る
芭
共
に
、
延
t
食
料
問
題
の
解
決
に
も
助
付

を
奥
ヘ
得
る

ωで
あ
る
。

更
に
又
専
門
家
の
一
言
仁
撮
れ
ば
、
現
今
我
が
国
内
地
の
水
聞
の
商
積
約
三
百
高
町
歩
中
六
割
五
分
以
河
川

ω水

(三)



に
依
り
て
櫨
減
せ
ら
れ
・
残
h
三
割
五
分
の
み
が
池
山
却
の
水
に
依
ち
て
漉
減
せ
ら
れ
て
居
る
に
過
ぎ
晶
、
而

L
て

全
面
積
の
八
割
強
は
水
の
供
給
に
不
足
を
戚
普
ゲ
る
も
，
建
h
二
割
弱
は
常
に
水
の
不
足
に
苦
し
み
つ
、
ゐ

b

t
の
こ
ご
で
あ
る
、
現
在
に
於

τ阪
に
然
り
、
胸
間
来
共
的
必
要
に
迫
ら
れ
偲
A

ザ
遜
綾
な
h
ど
は
調
へ
耕
地
商
積
の

徐
々
に
旗
振
ぜ
ら
る
、
に
至
る
時
は
、
港
紙
用
水
の
供
給
問
題
は
一
唐
重
大
な
る
問
題
ご
し
て
現
は
れ
来
る
べ
き

は
想
像
す
る
に
難
f
な
い
、
而

L
τ
河
川
の
水
量
は
昔
ロ
ム
迄
一
も
な
〈
共
の
水
源
ピ
な
る
べ
き
山
林
の
経
笹
山
肌
雌
如

何
に
負
ふ
所
大
な
る
を
以

τ、
新
か
る
貼
よ
hJ
論
十
る
も
林
業
政
策
の
巧
拙
が
水
田
の
維
持
経
偉
換
一
百
ゼ
ば
我
が

岡
氏
の
主
要
食
料
品
の
生
産
の
増
減
に
至
大

ω関
係
を
有
す
る
こ
子
炉
r
知
る

-
-
t
が
山
家
る
、

一
国
の
農
業
の
興

臨
周
が
共
の
図
の
林
業
政
策
の
巧
拙
に
依
h
℃
左
右
せ
ら
る
、
織
著
な
る
質
例
は
現
に
朝
鮮
に
於
て
之
を
見
る
こ
ご

を
得
る
の
で
ゐ
る
、
我
が
領
有
前
に
於
り
る
朝
鮮
の
農
業
の
養
蹴
不
振
の
紋
態
に
在
ふ
り

L
は
、
過
去
に
於
り
る
誕

れ
る
休
業
政
拍
車
殊
仁
其
の
濫
伐
に
原
悶
せ
る
河
川
の
氾
濫
に
腕
せ
ら
れ
た
る
所
の
も
の
頗
る
大
な
る
一
」
ご
は
周
知

の
事
貨
で
め
る
、
放
に
森
林
・
河
川
・
治
水
・
農
地
の
問
者
は
恰
も
四
角
形
の
岡
崎
地
の
如
き
密
接
な
る
閥
係
を
有

t
、

其
の
何
れ
か
一
に
遺
策
ゐ
る
も
園
民
の
食
料
問
題
は
之
が
潟
め
に
大
な
る
不
安
ピ
脅
威
を
戚
せ

5
る
を
得
な
い
の

で
あ
る
。

(四)
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林
業
政
拍
車

第
二
+
一
巷

次
に
農
業
正
相
候
っ
て
我
が
園
民
の
主
要
な
る
食
料
品
を
供
給
す
る
水
産
業
ご
林
業
の
閥
係
に
就
き
て
考
ふ
る

も
・
亦
某
の
緊
密
の
皮
決
し
て
農
業
に
譲
ら
.3
る
も
の
あ
る
を
知
る
こ
古
が
出
来
る
・
我
が
周
の
沿
岸
に
於

η
る

魚
族
は
近
年
夫
第
に
減
少
せ
ん
ぜ
す
る
傾
向
あ

h
z
は
従
来
一
度
々
耳
に
す
る
所
で
ゐ
る
が
、
(
大
正
十
二
年
に
於
け

る
内
地
沿
海
の
魚
獲
物
の
綿
額
に
武
億
五
千
査
官
僚
高
圃
で
あ
っ
て
、
之
を
十
年
前

ω大
正
三
年
に
比
較
す
る
時

は
金
額
に
於

τは
約
二
倍
竿
の
増
加
を
示
L
て
居
る
が
、
併
L
之
は
痕
絡
の
騰
貴
に
図
る
総
領
額
の
増
加
が
共
の

主
な
る
原
因
で
ゐ
つ

τ、
漁
獲
物
の
数
量
よ
h
せ
ば
減
少
し
た
る
も
の
が
相
官
多
数
に
上
っ
て
居
る
)
、
這
は
工
業

の
勃
奥
に
伴
ひ
大
小
無
数
の
工
場
よ
b
蕗
水
又
は
毒
水
の
河
川
に
放
流
せ
ら
る
、
結
皿
端
、
稚
魚
の
鑓
死
及
沿
岸
魚

族
の
廻
携
を
妨

hiQ
二
ピ
も
悶
よ
h
其
の
一
一
原
因
た
る
ぺ
〈
、
叉
人
口

ω増
加
及
生
活
程
度
の
向
上
に
伴
ふ
魚
類

の
需
要
の
増
加
、
従
て
往
々
濫
獲
酷
漁
の
勢
に
陥
る
こ
正
も
亦
其
山
一
原
因
た
る
ペ
し
ご
離
も
、
真
に
隠
れ
た
る

原
因
正
し
て
は
・
・
:
・
然
か
も
此
の
原
因
は
世
人
一
般
に
深
〈
注
意
せ
十

L
て
看
過
し
っ
、
あ
る
所
の
も
の
で
ゐ

る
が
・
:
・
、
謀
れ
る
林
業
政
策
の
結
呆
慌
伐
に
困
る
沿
岸
森
林
の
荒
臨
閣
を
見
逃
す
こ
ご
を
得
な
い
、
差
し
沿
岸

に
於
け
る
森
林
は
其
の
樹
影
を
水
面
に
投
じ
て
日
克
の
直
射
を
妨
げ
、
水
温
を
調
節
す
る
ご
共
仁
魚
族
に
蝋
到
し

τ

安
息
の
場
所
を
奥
ふ
る
が
放
に
自
ら
某
の
来
携
を
誘
ふ
作
用
を
潟
す
も
‘
濫
伐
の
錦
め
に
斯
か
る
魚
付
林

ω減
少

を
来
す
時
は
魚
族
の
集
家
に
適
L
な
い
か
ら
で
あ
る
、
加
之
、
森
林
の
存
す
る
沿
岸
に
は
樹
木
の
枝
葉
老
皮
等
の

腐
敗
解
健
せ
る
も
の
、
樹
木
に
寄
生
す
る
微
生
物
・
昆
虫
・
小
虫
類
の
死
健
、
附
涯
に
棲
息
す
る
鳥
獣
の
排
植
物
等
の

大正 l四年帝国水産骨編『車庫年鑑』回目七民参冊。1) 



水
中
に
落
下
L
流
出
し
て
有
機
物
E
な
る
も
の
多
〈
、
而
し
て
是
等
の
有
機
物
は
稚
魚
の
生
育
に
必
要
快
〈
可
か

ら
ざ
る
御
料
た
る
「
プ
ラ

V

F
ト
ン
」
を
蕃
殖
せ
し
む
る
資
料
ご
な
り
、
叉
森
林
は
蹴
水
に
淡
水
を
供
給
す
る
作
用

を
潟
す
も
、
「
プ
ラ
y
h
y

ト
ン
』
は
是
等
嗣
水

ω混
合
す
る
所
に
於
て
槍
殖
カ
大
な
る
を
以
て
、
産
卵
期
に
近
づ
け

る
親
魚
は
回
よ
h
各
禰
の
魚
族
は
此
の
「
プ
フ
y
ク
ト
V

」
を
求
め
て
森
林
に
近
、
き
沿
岸
に
群
集
す
る
を
倫
ピ
す

る
、
然
る
に
不
注
意
な
る
森
林

ω伐
採
は
新
か
る
餌
料
の
生
育
を
妨
げ
・
魚
族
の
来
磁
を
不
可
能
な
ら

L
む
る
に

至
る
ニ
ピ
は
往
々
看
過
せ
ら
れ
て
居
る
所
で
あ
る
、
明
治
の
初
年
務
政
改
革
の
際
、
沿
岸
の
樹
木
を
濫
伐
せ
し
局

め
魚
族

ω家
協
を
減
じ
漁
民
を
苦
め
し
も
‘
北
(
の
後
禁
伐
林
を
設
け

τ之
を
保
護
し
た
る
よ
b
再
び
魚
族
の
来
携

を
見
る
に
至

h
h
H
る
質
例
は
、
会
闘
に
一
旦
b
て
決
し
て
砂
〈
な

ν
。

此
の
如
〈
に
観
・
祭
L-来
る
時
は
、
林
業
政
策

ω適
否
が
副
民
の
食
料
増
殖
問
題
に
如
何
に
重
大
な
る
闘
係
を
有

す
る
か
を
知
る
ニ
正
が
出
来
る
、
故
に
林
業
の
合
理
的
経
鵬
首
は
食
料
棺
殖
問
題
の
盆
々
急
を
告
「
る
我
が
現
放
の

下
に
於
て
は
、
政
府
も
闘
民
も
共
に
慎
重
な
る
考
慮
を
要
す
る
一
大
問
題
で
ゐ
る
ご
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
然
る
に

林
業
の
経
笹
も
亦
他
の
産
業

ω
経
借
仁
於
げ
る
吉
岡
じ
{
之
に
謝
し
て
勢
力
及
資
本
の
園
揃
な
る
協
力

ω行
は
る

、
に
非
宇
ん
ば
、
到
底
完
全
に
其
の
目
的
を
達
す
る
ニ
デ
ぜ
得
な
い
の
で
ゐ
る
か
ら
、
是
等
の
問
者
を
如
何
に
協

カ
せ
し
む
ぺ
き
乎
が
根
本
問
題
で
あ
る
が
、
此
の
問
題
に
閥

L
て
は
吾
人
は
大
要
左
の
如
き
卑
見
を
陳
ぺ
て
奉
考

に
供
し
た
い

t
思
ふ
。

λ
九
)

第
二
十
一
容

(
革
大
観

J、
九

前

食
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砕
業
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ペ門州謝融機嫌桝婦制紳輸が附相時ト仰い~

先
づ
林
業
労
力
の
方
面
に
就
き

τ考
察
す
る
に
、
是
等
の
努
力
の
提
供
者
は
某
の
専
業
的
の
者
た
る
Z
粂
楽
的

の
者
た
る
ご
を
間
以
争
、
大
-
部
分
は
農
村
に
居
住
し
て
所
調
農
民
吉
起
臥
を
共
に
し
て
居
る
者
で
あ
る
、
従
て
農

村
に
於
り
る
近
時
の
著
託
、
思
怨
の
段
化
は
、
調
。
純
農
民
階
級
に
風
す
る
者
の
み
な
ら
す
‘
林
業
に
従
事
す
る
者

に
も
早
晩
共
の
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
る
4

き
は
見
易
き
の
理
で
あ
る
、
一
元
来
農
村
に
於
け
る
思
想
の
縫
化
は
都
曾

に
於
り
る
思
想
の
幾
化
の
成
化
を
受
け
た
る
も
の
で
ゐ
る
三
言
ひ
得
る
が
、
併
し
其
の
結
果
仁
歪
つ
て
は
前
者
の

方
が
事
ゐ
悪
牲
を
帯
び
て
居
る
、
這
以
都
曾
の
勢
働
者
の
運
動
正
農
村
の
小
作
人
の
運
動
の
傾
向
を
比
紋
す
る
も

其
の
然
る
こ
正
を
知
b
得
る
、
卸
も
都
曾
に
於
て
は
同
盟
罷
業
を
以
て
之
に
賞
ら
ん
Z
す
る
場
合
で
も
、
農
村
に

於
て
は
往
ケ
竹
鎗
席
旗
の
総
力
に
依
ら
ん
正
す
る
が
如
き
風
が
あ
る
、
之
は
蓋
し
共
の
数
肖
・
智
識
及
一
境
畑
出
郎
も

周
囲
の
事
情
等
の
差
異
よ
b
、
自
然
に
此
の
如
(
に
な
る
も
の
で
あ
ら
う
ご
思
は
る
、
、
而
し

t
林
業
に
従
事
す

る
者
は
前
週
の
如
〈
大
部
分
農
村
の
居
住
者
な
b
ご
せ
ば
、
商
工
業
の
嫌
詮
に
件
ひ
農
村
を
去
っ
て
都
曾
に
移
住

せ
ん
亡
す
る
者
の
次
第
に
増
加
す
る
に
従
ひ
、
林
業
仁
従
事
す
る
者
も
亦
其
の
刺
戟
を
受
け
、
畑
澗
b
農
業
者
の
み

な
ら
A
Y
林
業
者
の
数
も
自
ら
減
少
す
る
に
至
る
べ
き
は
想
像
す
る
じ
難
〈
な

ν、
此
〈
し
て
郡
部
を
通
じ
て
一
般

生
活
夜
度
の
向
上
及
物
債
の
勝
良
に
原
図
せ
る
賃
金
騰
貨
の
傾
向
以
外
に
、
軍
に
林
業
労
力
の
需
要
供
給
の
開
係



の
み
よ
り
考
ム
る
も
、

自
ら
賃
金
を
騰
貴
せ
し
む
ぺ
き
理
由
を
生
十
る
の
で
あ
る
、

換
言
せ
ば
今
後
の
林
業
努
力

に
は
従
来
よ
り
も
比
較
的
高
賃
金
を
支
携
は
ね
ば
な
ら
ぬ
に
拘
ら
守
、

動
も
す
れ
ば
都
曾
の
勢
働
者
及
農
村
の
小

作
九
等

ω悪
風
に
戚
染
し
て
、

不
穏

ω行
動
に
出
で
ん
正
す
る
が
如
き
傾
向
の
多
分
に
有
る
者
を
使
用
せ

F
る
を

得
e
さ
る
こ
吉
、
な
る
で
ゐ
ら
う
、
等
し
〈
林
業
ド
従
事
す
る
も
伐
木
・
製
材
等
の
事
業
は
、
資
金
の
回
牧
カ
比
較
的

速
か
な
る
が
故
仁
、

従
業
者
に
劃

L
て
も
高
賃
金
を
支
捌
ひ
得
る
能
力
を
有
す
る
も
、
造
林
事
業
内
如
き
は
資
金

の
岡
牧
容
易
な
ら

F
る
よ
れ
，
、

賃
金
の
騰
貨
は
事
業
経
営
上
仁
於
げ
る
一
大
打
撃
で
あ
る
古
都
し
て
可
い
ヘ
加
之
、

伐
本
・
製
材
等
の
労
働
仁
は
農
関
時
に
於
け
る
農
民
の
捗
カ
を
利
用
し
得
る
の
便
あ
る
も
、
遺
林
一
事
業
は
季
節

ω制

限
を
受
〈
る
を
以

τ、
此

ω貼
よ
り
考
ふ
る
も
高
賃
金

ω要
求
に
一
層
有
利
な
る
口
貨
を
奥
へ
る
の
で
あ
る
。

以
上
り
如
、
吉
林
業
に
謝
す
る
持
力
協
力
の
難
問
題
は
、
或
は
今
日
現
質
仁
之
に
底
」
闘
し
居
ら
十
ご
も
、
早
晩
斯

か
る
問
題
に
逢
着
す
る

ω一
時
あ
る
べ
き
は
農
村
問
題

ω質
例
仁
徴
す
る
も
明
か
な
る
を
以
て
、
林
業
経
後
者
は
未

vh雨
降
ら
ざ
る
仁
先
も
て
腕
戸
を
修
理
す
る
の
心
騒
け
が
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
、
而
し
て
之
が
縛
め
じ
は
事
情

ω許

す
限
b
林
業
労
働
を
農
事
の
閑
散
な
る
時
に
潟
苦
し
め
、

一
年
を
通
じ
て
農
・
林
何
れ
か
よ
。
継
続
的
に
共

ω仕

事
を
得
せ
し
な
る
こ
ご
に
依
h
て
、
従
業
者
の
枚
入

ω増
加
を
計
る
方
針
を
採
る
こ
古
も
一
方
訟
で
あ
ら
う
、
ヌ

森
林
の
副
産
物
例
へ
ば
薪
採
用
材
等
の
如
き
従
業
者
の
日
慌
の
必
需
品
は
抱
ム
限
り
安
僚
に
之
を
分
興
し
、
兎
に

遺
殆
林
の
如
、
き
資
金
の
回
収
仁
長
日
月
を
要
す
る
事
業
に
は
、
成
る
・
へ
く
勢
力
の
節
約
を
計
ら
ん
が
勉
め
に
、

勝守

面面
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食
料
噴
殖
問
題
と
枠
業
政
策

第
二
十
一
事

(
第
六
鋭

九
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λ
九
四

定
の
面
積
上
に
遁
殖
す
ぺ
き
樹
木

ω敷
を
皐
理
正
経
験
に
基
き

τ今
少
し
(
精
密
に
算
定
し
、
之
が
錦
め
に
相
抽
象

の
拙
胃
袋
を
山
高
加
せ

L
め
ゲ
る
よ
う
注
意
す
る
こ
ご
も
肝
要
で
あ
る
・

其

ω他
醤
業
者
の
目
よ
b
見
て
勢
力
を
節

約
し
得
る
限
b
は
之
を
節
し
、
枇
曾
の
進
歩
ピ
共
に
林
業
努
働
の
如
き
山
閑
僻
邑
の
勢
カ
の
、
将
来
次
第
に
減
少

せ
ん
正
す
る
場
合
に
備
ふ
る
ご
共
に
、
叉
従
業
者
の
生
活
版
態
の
縫
化
及
物
債
の
勝
賞
に
件
ふ
賃
金
増
加

ω要
求

の
自
然
の
結
果
ご
し
て
、
林
業
牧
入
の
減
少
延
て
休
業
の
表
細
川
を
未
然
に
防
止
す
る

ω準
備
が
な
〈
て
は
な
ら

ぬ
。

(六)

最
後
に
林
業
に
封
す
る
資
本
の
協
力
問
題
に
就
き
て
考
ふ
る
に
、
我
が
園
内
地
の
私
有
林
の
み
に
て
も
専
門
家

の
言
に
減
れ
ば
、
立
木

ω
材
部
約
十
八
億
四
千
五
百
高
石
に
越
し
之
を
府
間
椅
に
見
積
る
附
は
少
C
E
b十
数
億
固

の
痕
儲
ゐ
h
E
都
せ
ら
る
、
、
然
る
に
新
か
る

E
額
の
償
値
を
有
せ
る
物
が
、
現
今
に
於

τは
殆
ど
会
{
回
定
し

て
融
泌
性
を
敏
い
で
居
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
掴
明
h
林
業

ω矯
め
の
み
な
ら
宇
岡
民
館
済
全
般
の
上
よ
ち
考
察
す
る

色
、
蹴
る
退
城
の
事
で
ゐ
る
ご
言
は
ね
ば
な
ら
泊
、
北
(
の
岡
唄
備
を
有
L
な
が
ら
融
通
性
を
快
げ
る
こ
E
は
全
〈
資

の
持
腐
抗
日
で
ゐ
る
・
此

ω如
き
放
態
に
在
る
が
放
に
林
業
政
策
上
必
要
な
る
施
設
も
止
む
な
〈
拠
榔
せ
ら
れ
、
甚

rし
き
に
至
り
て
は
濫
伐
・
怠
植
等
の
不
始
末
を
苫
へ
見
る
に
至
る
の
で
あ
る
・
敢
に
林
業
金
融
の
治
を
開
〈
こ

大日本山林官報第四λ五動掲載訓l原首三郎氏論文『森林捗働問掴に闘する二
三の考車』参問。

日)大日本山林官報第四λ九貌掲載佐馳飯五郎博士講前審問。
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ぜ
は
水
産
金
融
の
途
を
閲
C
こ
正
、
共
に
我
が
産
業
奨
附
政
策
上
に
於
て
は
最
も
念
を
要
す
る
重
大
問
題
で
あ

る
・
水
産
資
金
の
融
泌
に
付
き
て
は
、
共
の
婚
保
正
な
る
べ
き
物
の
-w且
債
の
評
定
が
困
難
で
あ
る
ご
か
・
或
は
不

充
分
で
あ
る
ご
云
ム
理
由
を
以
て
、
資
金
の
融
泌
を
受
〈
る
こ
ど
が
仲
々
容
易
で
な
い
が
、
林
業
に
於
て
は
其
の

立
木
の
債
格
少
(
芭
も
十
数
億
園
を
値
す
る
も
の
あ
b
z
務
せ
ら
る
、
に
、
之
に
劃
し
て
も
等
し
(
金
融
の
使
を

得
な
い
芭
云
ふ
理
向
は
、
挽
保
正
な
る
べ
き
物
の
質
債
よ
ち
は
寧
ろ
其
の
物
の
保
ぶ
性
仁
闘
す
る
疑
快
の
念
が
金

融
の
途
を
梗
塞
し

τ居
る
も
の
、
如
〈
に
忠
は
る
、
、
例
へ
ば
煩
々
ピ
し
て
起
る
山
火
事
の
如
き
、

一
朝
之
に
襲

は
る
、
時
は
昨
日
の
出
H
庫
も
今
日
は
一
片
の
燈
決
ど
化
し
去
る
を
以
て
、
金
融
業
者
の
恐
る
、
所
は
斯
か
る
駄
に

在
る
、
(
大
正
十
二
年
に
於
り
る
林
野
の
被
害
而
杭
は
九
誠
九
千
五
百
俄
町
歩
、
内
、
立
木
地
は
八
政
六
千
人
百

徐
町
歩
、
無
立
木
地
は
一
高
二
千
七
百
品
川
町
歩
で
あ
っ
て
、
此

ω被
害
師
恨
傾
は
資
千
品
目
-
百
八
扮
試
前
向
俄
聞
に
相
嘗

し
て
居
る
、
而
し
て
最
近
十
筒
年
聞
の
被
害
は
一
例
年
挙
均
七
前
向
八
千
伶
町
歩
、
償
額
悲
百
拾
五
官
向
武
千
品
川
固
に

嘗

R
夏
に
被
害
の
川
開
制
酬
に
付
き

τは
火
災
三
割
三
H
7
.

風
・
水
・
雪
山
昔
一
割
入
分
、
病
生
吉
三
分
、
其
の
他
四
割

六
分
に
嘗
っ
て
居
る
)
、
近
時
森
林
に
謝
す
る
火
災
保
険
的
事
業
を
考
案
せ

L
む
る
に
至
っ
た
理
由
の
一
も
亦
弦
に

在
晶
、

併
し
森
林
火
災
保
険
は
現
今
は
向
ほ
未
だ
試
験
時
代
に
泌

f
る
ぜ
言
ふ
も
不
可
な
(

従
て

一
般
に
普
及

す
る
所
迄
は
至
っ
て
居
ら
泊
・
放
に
常
商
の
問
題
正
し
て
は
林
業
経
倍
者
自
ら
自
己

ω財
産
た
る
議
林

ω
保
護
に

全
力
を
謹
(
し
、

殊
に
火
災
共
の
他
の
災
厄
の
品
開
防
に
闘
し
て
泣
械
な
き
方
法
を
講
す
る
他
途
が
な
い
、

而
し
て

時

論

貴
料
噌
殖
問
題
k
林
業
政
策

第
二
+
一
審

(
第
六
蹴

九
三
)
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九
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同年

金
料
相
殖
題
と
林
業
政
策

第
二
十
一
巻

(
事
大
観

九
四
)

L
l
t
、

F
Jノプ

E向

之
ご
同
時
に
又
金
融
機
関
殊
に
政
府
的
保
護
を
受
〈
る
特
殊
の
金
融
機
関
を
督
納
L
Z
、
今
少
し
〈
大
脆
に
資
金

融
通

ω便
を
奥
へ

L
む
る
-
』
ご
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
同
o

最
近
一
段
口
大
出
岡
大
一
位

ω全
同
農
エ
銀
行
大
曾
に
於

τ錦
L
た
る
演
説

t
Lて
新
聞
紙
上
に
伸
ふ
る
所
に
憐
れ

ば
、
大
正
元
年
以
来
同
十
二
年
に
至
る
迄
の
「
日
本
糊
業
銀
行
及
各
府
脈
血
民
正
銀
行
」
正
「
普
通
銀
行
及
貯
蓄
銀
行
」

ご
の
不
動
産
鎗
保
の
貸
出
額
増
加
の
割
合
を
見
る
に
、
前
者
の
貸
出
額
市
加
の
割
合
は
凡
号
三
割
八
分
に
過
ぎ
ゲ

る
に
後
者
は
五
位
仰
を
超
h
、
不
動
産
に
謝
す
る
金
融
に
最
も
力
を
注
ぐ
べ
き
銀
行
の
貸
出
培
加
の
歩
合
が
却
一
1
少

な
い
、
我
が
闘
の
不
動
産
中
岡
州
の
み
に
て
も
芸
の
組
伺
額
は
武
百
五
拾
七
億
俄
闘
に
達
し
、
此
の
他
山
林
の
煩

額
を
加
ふ
る
時
は
頗
る

E
額
の
撹
保
カ
を
有
す
る
に
拘
ら
宇
、
(
山
林
の
傾
ー
輸
を
前
惑
の
如
〈
拾
数
億
岡
正
せ
ば

総
償
額
武
百
七
拾
低
回
以
上
仁
拍
躍
す
る
)
‘
大
正
十
二
年
末
に
於
り
る
各
銀
行
・
保
険
曾
枇
及
伽
人
の
不
動
産
指
保

貸
出
推
定
額
は
合
計
四
拾
九
億
俳
闘
に
過
ぎ
ず
、
内
、
日
本
糊
業
銀
行
民
農
i
銀
行
の
貸
出
額
は
僅
に
九
億
拳
千

南
国
内
外
で
あ
る
・
放
に
今
後
は
一
一
層
不
動
産
の
資
金
化
仁
努
力
せ
ね
ば
な
ら
m
H
Z
逃
ぺ
て
居
る
よ
う
で
ゐ
る

が
、
這
は
至
極
同
戚
で
飯
に
政
府
常
局
に
於

τ新
か
る
貼
に
就
き

τ金
融
機
関
の
覚
醒
を
促
し
て
居
る
だ
せ
は

少
〈
ご
も
其
の
保
護
の
下
に
在
る
特
殊
銀
行
に
劃
し
て
は
、
不
動
産
指
保
の
貸
出
に
今
少
し
〈
大
勝
な
ら
し
む
る

ょ
う
輿
論
を
喚
起
す
る

ω必
要
が
あ
る
、
而
L
て
之
ピ
同
時
に
林
業
金
融
を
困
難
な
ら
し
む
る
一
一
胤
闘
が
火
災
其

の
他
の
災
害
に
在
る
ニ
正
も
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
事
貨
な
る
を
以
て
、
此
の
鮪
仁
闘
し
て
は
林
業
に
従
事
す
る
者



自
ら
大
に
警
戒

t
る
所
が
な
〈
て
は
な
ら
泊
、
殊
に
災
害
中
最
も
多
き
火
災
の
如
き
は
、
或
程
度
記
は
各
人
の
森

林
保
護
に
闘
す
る
注
意
警
戒
の
如
何
仁
依

bτ
、
之
を
減
少
せ
し
む
る
こ
ご
必
中

L
も
不
可
能
に
ゐ
ら
玄
る
が
故

に
、
斯
か
る
技
意
力
を
一
清
鋭
敏
な
ら
し
h
U

る
鮎
よ
ち
す
る
も
、
本
来
自
助
自
救
の
性
質
を
有
す
る
瓜
民
金
融
の

一
機
閥
た
る
信
用
組
合
の
制
度
を
、
能
ふ
限
り
林
業
者
間
に
も
普
及
せ
し
む
る

4
Z
が
又
一
方
法
ご
し
て
考
慮
ぎ

る
べ
き
事
項
で
あ
る
。

以
上
要
諭
せ
る
所
に
捺
h
て
之
を
見
れ
ば
、
林
業
政
策
の
確
立
は
濁
り
森
林
事
業
な
る
一
大
産
業
の
盛
衰
消
長

に
闘
す
る
問
題
た
る
の
み
に
止
ま
ら
字
、
延
て
仙
の
産
業
殊
に
我
が
国
刻
干
の
大
問
題
た
る
食
料
情
殖
問
題
に
特

接
な
る
閥
係
を
高
官
す
る
こ
正
上
越
せ
る
所
の
如
〈
な
る
を
以
て
、
吾
人
は
朝
野
の
人
士
の
聞
に
斯
か
る
政
策
的
の

見
地
よ
h
A
T

少
し
〈
林
政
問
越
に
謝
し
て
忠
貨
な
る
研
究
者
の
出
で
ん
こ
己
を
希
望
し
て
止
ま
凶
。
(
完
)

日年
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